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令和７年度令和７年度

町
長
行
政
執
行
方
針

町
長
行
政
執
行
方
針

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
の

ま
ち
を
目
指
し
ま
す�

・
羅
臼
漁
港
を
拠
点
と
す
る
「
海
業
」
の
事
業
内
容
を

検
討
し
ま
す
。

・
知
床
半
島
携
帯
電
話
中
継
基
地
局
整
備
の
早
期
実
現

に
向
け
た
要
請
を
行
い
ま
す
。

・
外
国
人
を
含
む
観
光
客
受
入
体
制
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

・
道
の
駅
周
辺
を
含
む
地
域
活
性
化
に
向
け
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
す
。

・
新
規
起
業
や
新
分
野
進
出
を
検
討
す
る
事
業
者
へ
支

援
し
ま
す
。

・
春
松
地
区
の
賑
わ
い
の
拠
点
の
検
討
を
し
ま
す
。

・
人
口
減
少
対
策
・
人
手
不
足
対
策
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

・
移
住
・
定
住
対
策
を
行
い
ま
す
。

・
通
年
雇
用
対
策
と
労
働
者
不
足
の
解
消
に
向
け
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
外
国
人
労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す�

・
生
活
習
慣
と
健
康
増
進
に
向
け
個
別
支
援
を
強
化
し

ま
す
。

・「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
支
援
事
業
」
を
創
設
し
人

材
育
成
や
、
事
業
所
に
対
し
継
続
的
な
支
援
、
指
導

し
ま
す
。

・
滞
納
整
理
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

・
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。（
出
産
祝
金
、

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
）。

・
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
向
け
た
関
係
機
関
と
の
連
携

を
行
い
ま
す
。

・
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
社
会
参
加
の
た
め
の
障
が
い
者
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

人
と
自
然
が
共
生
し
、
安
全
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す�

・
知
床
世
界
自
然
遺
産
登
録
20
周
年
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

・
ヒ
グ
マ
対
策
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用

し
効
率
的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

・
脱
炭
素
先
行
地
域
の
推
進
及
び
地
域
経
済
へ
の
寄
与

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
促
進
を
図
り
ま

す
。

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た
推
進
体
制
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

・「
羅
臼
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
と
移
動
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
災
害
ク
ラ
ウ
ド
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

豊
か
な
心
身
を
育
み
、
明
日
へ
と
は
ば
た

く
ま
ち
を
目
指
し
ま
す�

・
1
校
1
園
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

・
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
全
て
の
給
食
費
を
無
償
化
し

ま
す
。

・「
第
９
次
羅
臼
町
社
会
教
育
中
期
計
画
」
を
推
進
し

ま
す
。

持
続
的
な
行
財
政
運
営
が
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
ま
す�

・
羅
臼
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
と
実
施
に
向
け
た
準

備
を
行
い
ま
す
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

・
納
税
意
識
の
向
上
と
滞
納
処
分
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

・
未
利
用
町
有
財
産
の
有
効
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

重
点
推
進
項
目

重
点
推
進
項
目
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令和７年度

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引

き
出
す
教
育
の
推
進

・「
集
団
の
持
つ
教
育
力
」
を
重
要
視
し
、
子
ど
も
た

ち
に
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
第
一
に
考
え
、
令
和
７

年
度
か
ら
の
新
た
な
「
羅
臼
町
立
小
学
校
・
羅
臼
町

立
幼
稚
園
適
正
配
置
計
画
」
に
基
づ
き
、
小
学
校
１

校
・
幼
稚
園
１
園
の
統
合
を
進
め
ま
す
。

・
羅
臼
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
、
幼
稚
園
を
併
設
し

た
「
施
設
一
体
型
幼
小
連
携
校
」
と
し
て
再
編
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
校
種
間
連
携
の
充
実
を
図
り
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
と
、
誰

か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・
羅
臼
町
幼
小
中
高
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、

３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
15
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
教

育
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
羅
臼
高
等
学
校
と
知
床
未
来
中
学
校
入
学
生
の
制
服

デ
ザ
イ
ン
を
共
通
化
し
、
保
護
者
の
費
用
負
担
軽
減

と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

・
幼
稚
園
で
の
活
動
を
通
し
て
、「
幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
10
の
姿
」
へ
の
育
み
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
１
園
化
に
向
け
て
、
両
園
園
児
の

交
流
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
。

・「
羅
臼
町
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
学
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

・
学
力
向
上
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た
授
業
の

積
極
的
な
実
施
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
提

言
を
行
い
、
実
践
を
促
し
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切
に
支
援
し
ま
す
。

・
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

運
動
に
対
す
る
興
味
・
関
心
・
意
欲
と
運
動
能
力
向

上
に
努
め
ま
す
。

・
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
に
提
供
す
る
給
食

の
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

・「
知
床
学
」
を
推
進
し
、
他
地
域
と
意
見
交
換
や
課

題
協
議
を
行
い
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

・
羅
臼
高
等
学
校
の
入
学
者
の
確
保
に
向
け
、
令
和
８

年
度
か
ら
の
全
国
公
募
を
目
指
し
、
羅
臼
町
の
魅
力

発
見
と
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

�

学
び
の
機
会
を
保
障
し
、
質
を
高
め
る
環

境
の
確
立

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
１
人
１
台
端
末
」

の
機
器
更
新
を
行
い
ま
す
。

・
各
種
研
修
を
実
施
し
、
教
師
の
授
業
力
向
上
に
努
め

ま
す
。

・
教
職
員
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
し
、
効
果
的

な
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
効
性

の
あ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

地
域
と
歩
む
持
続
可
能
な
教
育
の
実
現

・
学
校
運
営
協
議
会
の
取
組
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

・
子
育
て
や
家
庭
の
教
育
支
援
は
、
地
域
や
学
校
と
の

連
携
を
よ
り
一
層
強
め
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

・
生
涯
学
習
、社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、人
材
の
発
掘・

育
成
を
図
り
、
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め

ま
す
。

・
社
会
教
育
関
係
団
体
が
、
自
主
的
か
つ
自
立
す
る
た

め
の
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
と
連
携
し
、

健
康
維
持
と
体
力
づ
く
り
の
機
会
創
出
を
図
り
ま
す
。

・「
中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
」
に
つ
い
て
は
、
持

続
可
能
な
部
活
動
の
地
域
展
開
に
向
け
、
取
組
を
進

め
ま
す
。

・
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も

に
、
利
用
者
の
安
全
対
策
や
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
、

防
災
意
識
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と

と
も
に
、
鑑
賞
機
会
の
拡
充
や
普
及
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

・
読
書
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
、

自
主
的
に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取

組
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

・
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
郷
土
資
料
館
を
中
心
に

「
保
護
と
活
用
」
を
進
め
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
基
礎
資

料
の
作
成
に
努
め
ま
す
。

重
点
推
進
項
目

重
点
推
進
項
目
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海
と
、森
と
、人
が
つ
な
ぐ
。

海
と
、森
と
、人
が
つ
な
ぐ
。

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
知
床
は
、
流

氷
か
ら
始
ま
る
海
・
川
・
森
の
生
命
の

サ
イ
ク
ル
が
も
た
ら
す
、
豊
か
な
恵
み

の
地
で
す
。

　
雄
大
で
原
生
の
大
自
然
と
、
個
性
的

で
貴
重
な
動
植
物
が
暮
ら
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
、
い
つ
も
人
の
営
み
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
知
床
が
国
立
公
園
と
な
っ
た
の

は
昭
和
39
年
６
月
１
日
の
こ
と
で
、
昨

年
で
﹁
国
立
公
園
指
定
60
周
年
﹂
を
迎

え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
に
は
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
も
さ
れ
、
今
年
で
﹁
世
界
自

然
遺
産
登
録
20
周
年
﹂
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
﹁
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
﹂
を

始
め
と
す
る
知
床
な
ら
で
は
の
価
値
を

再
認
識
し
、
そ
の
保
全
を
図
る
と
と
も

に
、
感
動
と
学
び
を
享
受
で
き
る
良
質

な
自
然
体
験
の
創
出
と
、
こ
れ
ら
を
持

続
可
能
に
実
施
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や

リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
広
く
発
信
す
る

た
め
、
羅
臼
町
・
斜
里
町
・
北
海
道
・

林
野
庁
・
環
境
省
の
５
機
関
は
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、﹁
海
と
、
森
と
、
人

が
つ
な
ぐ
。﹂
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
２

年
間
を
周
年
記
念
期
間
と
し
て
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
ご
参
加
願
い
ま
す
。

左から湊屋羅臼町長、㈱スノーピーク山井社長、
㈱ゴールドウイン渡辺社長、山内斜里町長

昨年のアドベンチャーフェスティバルの風景（羅臼町側）
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　知床が平成17年７月17日に世界自然遺産
に登録されて20周年を迎えることから、こ
れを契機として多様な識者や関係者が集い、
知床ならではの価値を再認識するとともに、
これからの知床について語り合い、発信する
シンポジウムを開催します。

知床国立公園60周年・世界自然遺産20周年記念事業

〇開催日：令和７年８月31日㈰
〇時　間：14時～17時（時間は予定）
〇場　所：ゆめホール知床 文化ホール（斜里町）
〇参加費：無料
〇内　容：
　・基調講演やパネルディスカッションなど

知床国立公園60周年
世界遺産20周年記念HP

【お問合せ先：産業創生課　℡87-2126】

知床世界自然遺産登録20周年
記念シンポジウム

　NHKアーカイブスから蔵出しした「知床」
がテーマの番組をダイジェストで上映し、ゲ
ストによるトークを交えた、知床の魅力を探
る番組です。

〇開催日：令和７年６月15日㈰
　　　　　（場所：羅臼町民体育館らうすぽ）
　　　　　令和７年６月22日㈰
　　　　　（場所：ゆめホール知床）

NHK「知床・大いなる自然の世界」
スペシャル上映イベント

　羅臼を舞台にした戸川幸夫作「オホーツク
老人」を森繁久彌主演で映画化し不朽の名作

「地の涯に生きるもの」を上映いたします。

〇開催日：令和７年６月22日㈰
〇場　所：羅臼小学校
※時間など詳細は後日お知らせいたします。

映画「地の涯に生きるもの」
上映会

　未来の子どもたちに豊かな環境を残し続け
るために、ピカチュウといっしょにまちをピ
カピカにするイベントです。

〇開催日：令和７年６月22日㈰
〇場　所：知床羅臼ビジターセンター

ポケモンピカピカ団in知床

　知床世界自然遺産登録20周年を記念し、
羅臼・斜里の両町で２日間に渡って実施され
る様々なイベントへの参加を通じて、知床の
自然保護と利用のバランスを考える機会とし
ます。

〇開催日：令和７年９月６日㈯～９月７日㈰
〇時　間：終日（時間は予定）
〇場　所：羅臼オートキャンプ場（羅臼町）
　　　　　知床自然センター（斜里町）ほか
〇参加費：一部有料

SHIRETOKO
Adventure Festival 2025

知床の特産品ディナー＆焚火トーク

知床の特産品を使用した朝食ほか

１日目

２日目

内　容（予定）
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～人口動態から町の健康を考える

ありんこは月～金
9:30 ～ 11:30 まで
火・水は午後も開放！

羅臼町の住民の動きをお知らせします羅臼町の住民の動きをお知らせします

♪６月・７月のありんこ情報♪♪６月・７月のありんこ情報♪
☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）

　一定の期間の人口の変動を人口動態と言い、医療や保健などの対策を考えるための資料としてい
ます。「出生」「死亡」「結婚」などが人口の変動の要因になります。羅臼町では人口減少が町の課
題になっていることから、皆さんに全体の状況をお知らせします。
　令和６年の１年間の「出生」は９人でした。人口1,000人当たり2.2人が生れていることになり
ます。全国は6.0、北海道は4.8で、羅臼町では子どもが生まれていない状況です。「死亡」は60人
でした。死亡率は人口1,000人当たり14.4です。全国は13.0、北海道は14.9です。北海道より死
亡率は少しだけ低いものの、全国の中で北海道の死亡率は高い方から20番目であるため、羅臼町
の死亡率も高いことがうかがえます。出生が少
なく、死亡率が高いことでも人口が減少する要
因となります。
　「死亡」という状態は誰にでも訪れますが、
生活習慣病が重症化して死亡に至る「予防でき
る死亡」は減らすことが可能と言われています。
予防できる死亡を減らし、健康寿命を延ばして、
町にとって大切な住民を失わないよう、健診等
を行っています。皆さんもぜひこの機会を活用
ください。

　
羅
臼
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

﹃
あ
り
ん
こ
﹄
で
は
毎
週
水
曜
日
、

０
歳
～
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持

つ
親
子
を
対
象
に
あ
り
ん
こ
広
場

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
手
遊
び

や
製
作
な
ど
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い

や
他
者
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
１
歳
未
満
対
象
の
す
く
す
く
広

場
、
２
歳
の
誕
生
月
か
ら
参
加
で

き
る
、
の
び
の
び
広
場
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

＊６月26日㈭の午後開放は会議で使用するためお休みです。ご了承ください。
＊毎週火・水・木曜日の13時～16時半まで一時預かりを行っています。事前にお申込みください。
＊お問合せ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡８８−１５１５

６月２日㈪ママの日♪　　　　　６月４日㈬春松幼稚園訪問　　　　６月６日㈮すくすく広場
６月11日㈬運動遊び　　　　　　６月12日㈭町内防災訓練　　　　　６月18日㈬ミニミニ運動会
６月19日㈭絵本作り　　　　　　６月20日㈮絵本読み聞かせ　　　　６月25日㈬ありんこ広場
６月27日㈮のびのび広場　　　　７月２日㈬ありんこ広場　　　　　７月４日㈮すくすく広場
７月７日㈪ママの日♪　　　　　７月９日㈬ありんこ広場　　　　　７月16日㈬羅臼幼稚園訪問
７月18日㈮絵本読み聞かせ　　　７月23日㈬運動遊び　　　　　　　７月25日㈮のびのび広場
７月28日㈪計測　　　　　　　　７月30日㈬ありんこ広場

【お問合せ先：保健福祉課　℡87-2161】
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～みんなで育む･みんなの診療所～～みんなで育む･みんなの診療所～

知床らうす国保診療所通信知床らうす国保診療所通信

【予約・お問合せ先：知床らうす国民健康保険診療所　℡87-2116】

木島所長より

研修医紹介

　本日お伝えすることは、病気の早期発見についてです。
　多くの高血圧、糖尿病、脂質異常といった生活習慣病は加齢と共に起こってきますが、時
間の経過で動脈硬化による血管の異常が進み、それに伴う臓器の変化などは薬で治るもので
はありません。また、悪性腫瘍は症状が出てからではかなり進行した状態にあることが多い
です。
　こういった時間経過で起こってくる病気については、症状が出てからでは遅いことが少な
くありません。
　ですから、健康診断を受けたり、毎日血圧を自宅で測ったり、肺癌、胃癌、大腸癌、乳癌
といった頻度が高い癌について、人間ドックで調べて症状が出る前に早期発見するように努
めることがとても重要です。
　らうす診療所では、 肺がんドック・ 胃がんドック・ 大腸がんドック を行っています。
当診療所を含め医療機関で行われている肺癌、胃癌、大腸癌のドックでは国際的に標準的な
検査方法［肺癌⇒低線量CT検査］［胃癌・大腸癌⇒内視鏡検査］で行われています。
　羅臼町では喫煙者やその影響を受ける家族のように、癌になる危険性が高い人が多いです
ので、癌の早期発見に取り組むことを強くおすすめします。

Vol.23

　羅臼町の皆様、初めまして。埼玉石心
会病院初期研修医２年の藤島悠希と申し
ます。この度、知床らうす国保診療所で
１ヶ月間働かせていただくことになりま
した。北海道は大好きで各地に行きまし
たが、知床は今回訪れるのが初めてです。
壮大な自然の中で研修できることと、新
鮮な海の幸をとても楽しみにしています。
羅臼町の皆様の助け
になるように精一杯
努めますので、何卒
よろしくお願いしま
す。

　羅臼町の皆様、はじめまして。この度、
１ヶ月間研修させていただきます、埼玉
石心会病院研修医２年目の三浦瑶子と申
します。
　出身は青森で、北海道に何度か遊びに
行ったことはありますが、知床は初めて
の地なので、とても心待ちにしておりま
す。医師として至らぬ点が多く、ご迷惑
をおかけするかもしれませんが、少しで
も羅臼町の皆様のお
力になれるよう尽力
して参ります。どう
ぞよろしく申し上げ
ます。

6月 7月藤島　悠希 三浦　瑶子
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郷
土
資
料
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
の

方
々
よ
り
様
々
な
郷
土
資
料
の
寄
贈
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
漁
労
具
と
水
産
加
工
具
は
、

漁
業
と
共
に
発
展
し
て
き
た
羅
臼
町
に
と
っ

て
、
町
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
郷
土
資
料
館
に
は
、
こ
の
漁
労
具
と

水
産
加
工
具
が
５
４
２
５
点
収
蔵
・
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス

の
都
合
か
ら
ご
く

一
部
の
展
示
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
整
理
作

業
を
進
め
な
が
ら

調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
令
和

８
年
度
か
ら
は
展

示
品
を
よ
り
充
実

し
、
町
内
外
の
来

館
者
に
羅
臼
の
漁

業
の
歩
み
に
つ
い

て
よ
り
詳
細
に
紹

介
す
る
予
定
で
す
。 　

資
料
の
整
理
・
調
査
を
進
め
る
中
で
ど
う
し
て
も
よ

く
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
次
の
写
真
で
お
心

当
た
り
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
資
料
館
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
、
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
定
規
は
30
㎝
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
:
郷
土
資
料
館　
℡
８
８—

３
８
５
０
】

教
え
て
下
さ
い
！

羅
臼
の
漁
労
具

羅
臼
の
漁
労
具
とと
水
産
加
工
具

水
産
加
工
具

昆布加工具

イカ加工具

不明③

舵・プロペラ類

網製作・補修具

網漁具（浮き類）

不明①

不明②

採藻具
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『『
家家う
ち
う
ち

読読ど
く
ど
く

セ
ッ
ト
』ス
タ
ー
ト
か
ら
２
年
…

セ
ッ
ト
』ス
タ
ー
ト
か
ら
２
年
…

利
用
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
セ
ッ
ト
を
改
良
中

利
用
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
セ
ッ
ト
を
改
良
中
!!!!

本
選
び
に
困
っ
た
ら
⋮

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

　
保
護
者
の
方
か
ら
﹁
子
ど

も
に
ど
ん
な
本
を
読
め
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
﹂
と
い
う

ご
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、

司
書
が
保
護
者
の
方
と
お
話

し
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
や
保

護
者
の
方
の
好
み
に
合
わ
せ

た
本
を
提
案
し
ま
す
。

　

ま
た
図
書
館
で
は
、﹁
●

●
と
い
う
本
は
あ
り
ま
す

か
？
﹂
と
い
う
ご
相
談
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、﹁
〇
〇
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
本
は

あ
り
ま
す
か
？
﹂
や
﹁
知
り

た
い
こ
と
が
あ
る
が
調
べ
方

が
わ
か
な
ら
い
﹂
と
い
っ
た

調
べ
物
の
ご
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

図書
館だより

　
全
国
の
書
店
員
が
選
ぶ
２
０

２
５
年
一
番
売
り
た
い
本
（
国

内
小
説
部
門
）
は
、
阿
部
暁
子

著
の
﹃
カ
フ
ネ
﹄
で
し
た
。

　

翻
訳
小
説
部
門
で
は
、
レ

ベ
ッ
カ
・
ヤ
ロ
ス
著
／
原
島
文

世
訳
の
﹃
フ
ォ
ー
ス
・
ウ
ィ
ン

グ
ー
第
四
騎
竜
団
の
戦
姫
ー
﹄

で
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
本
も
図
書
館
で
受

入
済
み
で
す
。
貸
出
中
の
場
合

は
、
予
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。 ●

本
屋
大
賞

●
本
屋
大
賞

　
町
内
の
幼
稚
園
児
と
小
学
１
年

生
を
対
象
に
、
移
動
図
書
館
バ

ス
か
も
め
号
の
利
用
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
実
施
し
ま

し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
、
か
も

め
号
で
の
本
の

借
り
方
や
本
の

扱
い
方
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
う

機
会
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
本
と

の
出
会
い
を
届
け
る
べ
く
、
巡
回

し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
寄
贈
い
た
だ
い

た
方
は
、
82
名
、
本
の
冊
数
は

１
,
３
３
５
冊
で
し
た
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
本
は
、
図
書

館
の
蔵
書
と
し
て
受
け
入
れ
た

り
、
古
本
市
で
町
民
の
み
な
さ
ん

へ
還
元
し
た
り
す
る
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
寄
贈
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

町
内
幼
稚
園
・
小
学
校
に
て

町
内
幼
稚
園
・
小
学
校
に
て

か
も
め
号
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

か
も
め
号
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

た
く
さ
ん
の
寄
贈
本

た
く
さ
ん
の
寄
贈
本

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

令
和
５
年
度
よ
り
開
始
し

た
家う
ち

読ど
く

推
進
事
業
﹁
家う

ち

読ど
く

セ
ッ
ト
﹂
で
す
が
、
少
し
ず

つ
貸
出
数
も
伸
び
て
き
て
お

り
、
家う
ち

読ど
く

の
推
進
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
両
幼
稚
園
に
も
６

セ
ッ
ト
ず
つ
設
置
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
幼
稚
園
か

ら
は
﹁
家う
ち

読ど
く

セ
ッ
ト
、
好
評

で
す
！
﹂
と
嬉
し
い
声
も
聞

こ
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
来
館
い
た

だ
い
た
乳
幼
児
の
保
護
者
の

方
の
声
を
も
と
に
、
セ
ッ

ト
テ
ー
マ
の
見
直
し
を
行

い
、
図
書
館
で
貸
出
し
て
い

る
セ
ッ
ト
の
中
に
、
新
た
に

﹁
読
み
聞
か
せ
﹂
と
い
う
セ
ッ

ト
を
作
り
ま
し
た
。

　
﹁
読
み
聞
か
せ
﹂
の
セ
ッ

ト
に
は
、﹁
ち
ゅ
う
り
っ

ぷ
ぐ
み
﹂﹁
ひ
ま
わ
り
ぐ

み
﹂﹁
す
み
れ
ぐ
み
﹂

の
３
種
類
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
に
合
わ
せ
て

読
み
聞
か
せ
に
お
す
す
め

の
絵
本
が
５
冊
ず
つ
入
っ

て
い
ま
す
。

　
物
語
を
聞
か
せ
る
絵
本

や
、
ク
イ
ズ
形
式
で
子
ど

も
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
読

む
こ
と
の
で
き
る
絵
本
な

ど
、
初
め
て
読
み
聞
か
せ

を
す
る
方
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
や
す
い
絵
本
を
選
ん

で
セ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

　
お
家
で
の
読
み
聞
か
せ

は
も
ち
ろ
ん
、
幼
稚
園
で

の
読
み
聞
か
せ
の
際
に
も
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

読み聞かせセット
「ちゅうりっぷぐみ」

図
書
館
Ｈ
Ｐ
へ
は

こ
ち
ら
か
ら
⇩
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あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識

【お問合せ先：総務課 防災担当　℡87-2111】

身近な避難所を確認してみよう
第51弾

　近年、異常気象により日本各地で洪水や土砂災害など大きな災害が発生していることは皆さんも
ご存知かと思います。特に土砂災害に関しては、住宅地のすぐ後ろに山がそびえ立ち、土砂災害警
戒区域・土砂災害特別警戒区域が184か所指定されている当町も他人事ではありません。
　雪解けの時期が終わり、大雨や台風による災害の危険性が高まるこれからの時期を前に、今一度、
自分が日頃過ごしている環境周辺にどの災害に対応した避難所があるのか確認してみてはいかがで
しょうか。

　羅臼町内に関わる気象情報、災害情報、国民保護情報、避難関連情報など緊急のお知らせを
電子メールでお知らせするサービスを行っています。
　登録の際は、右のQRコードを読み取る、又はbousai.rausu-town@
raiden.ktaiwork.jpをメールの宛先に入力し、その他には何も記載せずに
空メールを送付してください。
　その後は、返信メールの指示に従って登録を完了させてください。
※登録は無料ですが、通信料は登録する方のご負担となります。
※上記アドレスからのメールを受信できるように設定してください。

非常時に情報を得るために…羅臼町防災メールの登録はしていますか？

WEB版では日本語版の他に、
英語・中国語（簡体字・繁体字）・

韓国語に対応しており、
外国人労働者や観光客の方にも

ご利用いただけます。

QRコードを読み込むと、
言語選択画面が表示されます

羅臼町防災ハザードマップ（WEB版）を
ぜひご活用ください！

羅臼町防災ハザードマップ
（WEB版）

言語を選択した後は、
上から順に地震、津波、土砂災害に
関するマップがそれぞれページで

見られます。
※画像は英語版です。
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　私は町公式SNSにて、羅臼の魅力・情報発信をさせていただいております。町内
の皆さんにもご覧いただいている方もいらっしゃると思いますが、実際に町外では
どんな方に観ていただけているか、これまで外に出すことはなかったと思うので、
ここで少しお話しさせていただけたらと思います。SNSといっても各種ありますが、
全体的に98％が国内に在住の方で、札幌市の方々が最も多く、続いて道内主要市町、道外は大阪・
神奈川の方々が多い傾向にあります。年齢層は少し高めで、10代～20代の方よりも、35歳以上の方々
が多く見てくださっています。それぞれのSNSで伸びやすい傾向にある投稿内容というものもありま
すので、できるだけ羅臼町のことを多くの方に知ってもらうために発信をさせていただいております。
もし、町民の皆さんがこんなことしてるから発信してほしいといったものがございましたら、お手数
ですが役場 企画財政課までご連絡いただけますと幸いです。（TEL:0153-87-2114）

（企画財政課地域おこし協力隊：近藤）

「羅臼町公式SNSについて」

　先日、「雪壁ウォーク」にスタッフで参加しました。昨年富士山に登ったりハイキ
ングや登山が好きなのですが、雪壁を歩くのはなかなか経験出来ないのでどんな景
色に出会えるかとても楽しみでした。午前中は霧が濃い天気でしたが、しんっとし
た冷たい空気がとても気持ちよく、午後は晴れてきて国後島まで綺麗に見えました。
参加者の皆さんと歩きながらシャッターを押させて頂きました。雪壁の高さに驚いていたり、笑顔で
ポーズをとる姿に元気をもらいながら無事に10キロゴール！最後のカニ汁が疲れた身体に沁みまし
た。
　また、旬を迎えたウニや海産物を関東の家族や知人に送りました。濃厚で甘く、美味しさ新鮮さと
ても感動していました。私もウニを手巻きとウニクリームパスタにしたり、ドスイカを捌いてお刺身、
フライ、マリネ、自家製塩辛を作りました！どれも素材が最高なので絶品でした。羅臼の食の素晴ら
しさを日々実感しながら多くの方に魅力をお伝えできるように精進していきます。

（企画財政課地域おこし協力隊：生田目）

「雪壁ウォークと羅臼の海の幸」

よろしくお願いします

①名前　②所属　③趣味または特技　④今後の抱負

令和７年度 令和７年度 羅臼町新規採用職員紹介羅臼町新規採用職員紹介

② 企画財政課
③ 健康でいるこ

との身体づく
り、運動と食
べる事

④ 初めての職種で右も左もわか
りませんが、心機一転頑張っ
ていきますのでよろしくお願
いいたします。

①菅
スガ
原
ワラ
幸
サ
代
ヨ

② 保健福祉課
③ 音楽鑑賞
④ 早急に仕事を

覚え、羅臼町
と町民の皆さ
んのためにお役に立てるよう
に頑張ります。よろしくお願
いします。

①太
オオ
田
タ
智
トモ
貴
キ

②  町民環境課
③ キャンプ、模

様替え
④ 今まで子育て

に専念してい
たこともあり、４年ぶりの転
職ではありますが、１日でも
早く仕事を覚えていきたいと
思っています。よろしくお願
いいたします。

①近
コン
藤
ドウ
衣
エ
里
リ

貴 里 代
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みんなでまちづくり

城下町ののわだいわだい
町では協働のまちづくりを推進しています。
ここでは、町民や団体が自らの意思で「協働のまちづくり」を
実践している方々を中心に取り上げ掲載して行きたいと考えて
います。みなさんも「協働のまちづくり」にご参加ください！

みんなでまちづくり

城下町城下町城下町城下町城下町城下町城下町城下町
みんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくり

　町内の各幼稚園、小学校、中学校、高校にて入園式・入学式が行われました。
　羅臼幼稚園13名、春松幼稚園５名、羅臼小学校13名、春松小学校６名、知床未来中学校37名、
羅臼高校17名の園児・児童・生徒が入学されました。
　町内における幼稚園、小学校は記念に残る最後の入園、入学式となりました。
　ご入園、ご入学おめでとうございます。

4月7日㈪・8日㈫・10日㈭
入園・入学おめでとう！

羅臼幼稚園羅臼幼稚園

春松小学校春松小学校

春松幼稚園春松幼稚園

知床未来中学校知床未来中学校

羅臼小学校羅臼小学校

羅臼高校羅臼高校
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　羅臼町子ども・子育て会議から、「第３期羅臼町子ども・子育て
支援事業計画」の策定に関して、羅臼町長が答申を受けました。
■答申日時及び答申場所
　日時：令和７年３月27日㈭　午後３時30分
　場所：羅臼町役場　町長室
■答申出席者
　子ども子育て会議　会長　横澤　英三
　羅臼町長　湊屋　稔　　　保健福祉課　洲崎　久代
　羅臼町子ども・子育て会議委員の皆様におかれましては、限られた時間の中でご協力をいただ
き誠にありがとうございました。
　この計画を基に、妊娠期から子育て期にわ
たるまで、切れ目のない支援に取り組んでま
いります。

※ 計画書については、羅臼町ＨＰに
掲載しておりますので、ご覧くだ
さい。

子ども・子育て会議から答申を受けました

当日写真当日写真

　開通前の知床横断道路を春の訪れを感じながら歩いて楽しむ
「知床らうす雪壁ウォーク」が行われ、町内外から約190名が参
加しました。
　前日雨が降ったのもあり当日の朝は寒く霧がかかっていました
が、参加者のみなさんは最大約９mの高さの雪壁の間を写真や動
画の撮影など、楽しんでいる様子でした。
　天気も徐々に晴れ間がみえ、最後尾の方がゴールするときには
快晴で羅臼岳や国後島を望む絶景を約10㎞の道のりを楽しむこ
とができました。

知床らうす雪壁ウォークが
開催されました

4月13日㈰

　春の全道火災予防運動期間に合わせて、春松幼稚園幼年消防クラ
ブ４名の子ども達が消防署にて一日消防士の委嘱を受けました。
　「防火の誓い」の後、はしご車体験と放水訓練を行い、緊張しな

がらも目を輝かせ日常にはない貴重な
体験となりました。
　５月となりましたが、まだ空気は乾
燥し火災が発生しやすくなっています。ストーブを使用するご家庭
が多いと思いますが、火の取り扱いには注意していただきますよう
ご協力お願いいたします。

一日ちびっこ消防士伝達式4月23日㈬

【お問合せ先：保健福祉課　℡87-2161】
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羅臼町
ゼロカーボン通信

（税務担当通信）

　以上のように、令和６年度は多くの方に、羅臼町のゼロカーボン推進のために設備の買い
替えにご協力いただきました。省エネ設備等普及促進事業補助金は令和７年度も引き続き申
請を受け付けていますので、詳しくは４月10日発行の町政だよりをご覧になるか、下記の
URLかQRコードからご確認ください。
https://www.rausu-town.jp/pages/cat/97

【お問合せ先：町民環境課 税務担当　℡87-2113】

〈休日窓口〉　６月29日㈰　午前９時から午後５時まで
〈夜間窓口〉　５月30日㈮、６月30日㈪　午後７時まで

【５・６月の休日・夜間窓口】

　令和６年度の町税をまだ完納されていない方は早急に納税してくだ
さい。
　また、町税を納期限後に納められた場合、遅れた日数に応じて延滞金を加
算して徴収しています。
　現在、令和７年度町税の納税通知書発付の準備中です。
　漁期切上げ時の一括納税や、ある時払い等をされている方は、納期内納税に努めるようお願い
します。
　納期内納税ができない方は、分割納税など納税相談にも応じていますので、その場合は必ず納
税通知書が発付される６月中に町民環境課税務担当へご相談ください。

町税の早期納税にご協力を！

vol.12

　ゼロカーボンシティ（脱炭素社会）の実現に向け羅臼町で
は、一般家庭で使用する省エネ設備等の買い換え普及促進を
図り、家庭から排出される二酸化炭素量の削減を目的として、

「省エネ設備等普及促進事業補助金」制度を設けています。
　今回は省エネ設備等普及促進事業補助金の令和６年度実績
ついて紹介していきます。

省エネ設備等普及促進事業補助金の令和６年度実績

【LED照明設備】
　申請件数　51件　補助金合計　1,203,000円

【省エネ給湯設備】
　申請件数　 ３件　補助金合計　  300,000円

【冷蔵庫又は冷凍庫】
　申請件数　38件　補助金合計　1,060,000円　
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ヒグマの目撃やシカなどの動物の死骸を発見した際は、
産業創生課（℡：８７－２１２６）までご連絡ください。

● 生ごみは外に置かない、魚は２階などクマが届かない場所に干す、ごみは収集時間の直前に出す
など、みなさんのご協力をお願いします。

● クマの目撃や被害の連絡が無かったり遅れたりすると、クマの対応も適切に実施できず遅れるこ
とになります。極力速やかな役場への連絡をお願いします。

クマ対策のお願いクマ対策のお願い

３月、４月のヒグマ対応状況
◆対応件数０件（前年度６件）
　◇４月までは春期の積極的な捕獲活動において山中で足跡の確認があったのみでした。

３月、４月のヒグマ駆除状況>
◆駆除件数０件（前年度０件）

ヒグマヒグマのの対応状況を対応状況を
お知らせしますお知らせします

　クマの目撃・出没状況、捕獲状況や対策などの情報を２ヶ
月毎にお伝えします。
　今年の春は極端にクマ情報が少ない状況ですが、油断せ
ずに人の生活圏に近づくようなクマを作り出さないよう、みなさまの日ごろからのご協力をお願い
します。
　全国的には山菜取りの際の事故確率が高くなってます。
　なるべく音を出して複数人で入山してください。

24時間対応

クマは観光資源にもなっていますが、今年は
クマボートクルーズも観察頭数は少ない状況。

陸上自衛隊
別海駐屯地

６月29日㈰　午前９時～午後２時まで一般開放されます。

別海駐屯地（駐車場完備）　別海町西春別42-１

10時30分頃から式典、観閲行進、訓練展示
12時30分頃から戦車、装甲車の体験搭乗
その他、装備品展示、子供広場、戦車滑り台、飲食・模擬売店等

（荒天時を含め、行事内容・時間を変更することがございます。）

日　時

場　所

内　容

　陸上自衛隊別海駐屯地創立60周年記念行事を次のと
おり 開催します。ぜひ、ご来場ください。

創立60周年記念行事
開催のお知らせ

荒天時には第５旅団ホームページをご確認ください。〈www.mod.go.jp〉

第５旅団ＨＰお問合せ 陸上自衛隊別海駐屯地広報班　℡ 0153-77-2231（内線202）
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わたくしたちは、雄大な知床連峰と、オホーツ
クの海原の大自然にはぐくまれた、羅臼の町民
です。
●自然を愛し先人の強い意志をうけつぎます。
●健康で明るくたのしい家庭をつくります。
●教養を高め、豊かな情操を育てます。
●仕事に誇りをもち、はたらく喜びに生きます。
●子どもたちの夢と、若い力を育てます。

人 の 動 き 羅臼町民憲章
（昭和45年9月15日制定公示）

赤ちゃん誕生おくやみ申し上げます （敬称略）（敬称略）（敬称略）

■広報らうす 令和７年５月号
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町長室

　入学式や入園式も終わり、いよい
よ令和７年度の始まりですね。
知床らうすは、まだまだ雪が残って
いて寒い日が続いていますが、そん

な中、春の漁も始まりタラやニシンが水揚げされ
ています。
　羅臼の漁師の皆さんは、凍えるようにしばれる
中で毎日漁を続けています。それができるのも健
康な身体を持っているからなのでしょう。
　しかし、これまでの統計をみると、羅臼の方は、
いよいよもって痛くなり、具合が悪くなってから
じゃないと病院で診察を受けることをしない傾向
にあります。その時には、すでに病状が進み悪化
しているケースが多くみられます。
　自分のため、家族のためにも「健康第一」です。
　羅臼町では総合検診を実施しています。そのよ
うな機会を利用し、日頃より健康管理に努め、元
気な毎日を過ごしましょう。

「健康第一」
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　４月13日㈰知床羅臼の春の風物詩、知床らうす雪壁ウォー
クが開催され、町内外から約190名の方が参加されました。遠
くは高知の方がいらっしゃいました。
　小さなお子様を連れたお母さん、お孫さんと一緒に歩くおじ
いちゃんの姿をみて、10㎞と長距離に感じられますが年齢関
係なく開通前の貴重な景観を楽しめ、さらに運動できてしまう
素敵なイベントなのだと改めて感じました。来年はみなさんも
一緒に歩いてみませんか？

令和７年４月末現在　（　）内は令和７年３月末対比
人口　4,190人　（＋� 2）　男　2,116人（＋� 7）
世帯　1,995世帯（＋14）　女　2,074人（−� 5）

♦表紙：知床らうす雪壁ウォーク


